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令和５年度事業報告 

 

１ 概 要 

 

新型コロナウイルス感染症における困難な状況は、丸４年が経過し、徐々に社会状

況の変化がみられるようになったが、この間、検診事業は後退を余儀なくされてきた

ところであり、令和５年度の検診受診者数は、コロナ前と比較して、約２万３千人減

少し、未だ回復の見込みが立たない現状にある。 

減少の要因として、大分市、別府市の住民健診は個別健診を主体とした形態に移行

してきていることや、それ以外の市町村は少子高齢化による人口減少の影響もある

が、新型コロナウイルス感染症以降感染リスクを避けるために大規模会場での検診

の実施、予約制による人数制限等の継続により、受診者数の減少したことが原因であ

る。昨年の５月以降新型コロナウイルスも５類に移行したが、市町村の対応がコロナ

前に戻るか見通せない状況である。 

一方、クリニックでの職域検診では、受診者の利便性を図るため、週５日の開所、

女性専用日のレディース検診の拡充、集団検診の閑散期に当たる１１月から３月の

休日開所等に引き続き努めた結果、年々、受診者数は増加傾向にある。 

 以下、令和５年度の検診事業、決算等について報告する。 

 

 

【検診全体の体系図】 
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２ 検診事業 

（１） 検診の実施状況 

令和５年度の住民検診、職域検診における受診者総数は、158,127 人とな 

り、前年度と比較して 2,248 人の減（1.4％の減）となった。 

主な要因は、結核検診における１学校法人の他機関移行及び乳がん検診を 

除く４部門のがん検診で稼働日数減少等に伴い、受診者数が減少したもので 

ある。 

   なお、クリニックにおける健康診断については、前年度から 496 人の増 

（6.8％の増）となった。 

 

表 I 検診受診者数                    （単位：人） 

検診項目 ５年度（Ａ） ４年度（Ｂ） 
増 減 

（Ａ）－（Ｂ） 

特定健康診査（住民） １５，６４９ １５，２２９ ４２０ 

生活習慣病健診（職域） １５，５０６ １４，９２６ ５８０ 

結核検診 ５１，３２３ ５２，７３６ △１，４１３ 

骨粗鬆症検診 ２，７６１ ２，５５０ ２１１ 

胃がん検診 １０，１６０ １０，８０７ △６４７ 

子宮頸がん検診 １４，７１８ １５，７０６ △９８８ 

肺がん検診 １８，９１８ １９，０７９ △１６１ 

乳がん検診 １１，８９９ １１，８２１ ７８ 

大腸がん検診 １７，１９３ １７，５２１ △３２８ 

合 計 １５８，１２７ １６０，３７５ △２，２４８ 

 

（２） 特定健康診査、生活習慣病予防健診受診者への特定保健指導 

特定健康診査（市町村国保加入者を対象）や生活習慣病予防健診（各健保 

組合被保険者・被扶養者を対象）の検診結果から生活習慣病の発症リスクが 

高い方（メタボリックシンドローム）に対して、保健師や管理栄養士等が対 

象者の状況に合わせた生活習慣を見直すためのサポートを行った。 

 

表Ⅱ 特定保健指導実施数 

特定保健指導 ５年度（Ａ） ４年度（Ｂ） 
増 減 

（Ａ）－（Ｂ） 

動機付け支援 １２７ １０８ １９ 

積極的支援 ８４ ５８ ２６ 

合 計 ２１１ １６６ ４５ 
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（３） 精度管理の充実 

   検診で要精密検査となった受診者の結果を把握することは、がん検診の精 

度管理上、重要である。令和４年度に「要精密検査」の判定を受け、精密検 

査を受診した方のがん発見数については、次のとおりである。 

なお、検診から結果把握まで期間を要することから、令和５年度の実績報 

告は１年遅れとなる。 

 

 表Ⅲ 精検結果状況（令和４年度）       （令和６年５月１日現在） 

検診項目 
検診受診者数 

（人） 

要精検者数 

（人） 

精検受診者数 

（人） 

が ん 

発見数 

（人） 

発見率 

（％） 

発見率 

全国平均

（％） 

胃がん 10,807 1,063 941 15 0.14 0.10 

子宮頸がん 15,706 291 254 13 0.08 0.11 

肺がん 19,079 751 665 25 0.13 0.04 

乳がん 11,821 757 710 36 0.30 0.29 

大腸がん 17,521 1,123 872 31 0.18 0.16 

合 計 74,934 3,985 3,442 120 0.16 0.11 

胃がん：Ｘ線検査のみの集計（内視鏡検査は含まない。） 

子宮頸がん：ＣＩＮ３以上（ＡＩＳを含む）の発見数を集計 

がん発見率全国平均：日本対がん協会各県支部の平均 

 

（４） 施設・機器等の整備 

   老朽化に伴う施設設備、検診車両の更新及び医療機器の整備を次のとおり行 

った。 

 

  表Ⅳ 機器等の整備状況                 （単位：千円） 

項 目 内 容 整備費用 資金の調達 

大型封筒用宛名プリンター 

１台 
更 新 １，８８７ 自己資金 

レーザープリンター ２台 更 新 １，５０７ 自己資金 

ＯＣＲ機器 ２台 更 新 １０，４５０ 自己資金 

眼底装置 １台 更 新 １，９７４ 自己資金 

解析心電計 １台 更 新 ６７１ 自己資金 
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聴力計 １台 更 新 ３８９ 自己資金 

循環器検診車 １台 更 新 ２２，７２２ リース 

中型ワゴン １台 更 新 ４，３３６ リース 

軽ワゴン １台（中古） 更 新 ７４３ 自己資金 

 合 計 ４４，６７９  

 

３ 普及啓発事業 

  普及啓発事業については、結核予防会及び日本対がん協会の支部として結核 

予防週間、がん征圧月間に併せた広報宣伝活動を行うとともに、結核やがんに 

対する知識の啓発と予防意識の高揚を図り、活動資金を得るための募金活動を 

併せて実施した。 

 

（１） 結核予防会大分県支部としての活動 

①複十字シール募金活動：期間８/１～１２/３１ 

結核予防婦人会員、県等と協力して募金運動に取り組んだ結果、県、市 

町村、婦人会等から２，１３９，６３３円の募金が寄せられた。 

 

②結核予防週間街頭キャンペーン：結核予防週間９/２４～３０ 

   日 時 令和５年９月２１日（木） 

場 所 トキハ大分店前及び中央町商店 

内 容 結核予防婦人会、大分県健康づくり支援課及び大分市保健所と 

   ともに街頭キャンペーンを行うとともに、複十字シール、リーフ 

   レット、ボールペン等を配布して、複十字募金を呼びかけた結果、 

１１，８１０円の募金が寄せられた。 

  

（２） 日本対がん協会大分県支部としての活動 

①がん征圧月間９/１～３０ 

がん予防に関するポスター、パンフレット、リーフレットを県、市町村 

    及び医療機関等に配布するとともに、がん征圧月間に併せて新聞広告を掲 

載した。 

 

②がん征圧運動 

がん征圧運動事業促進のため、県、医師会、事業所等へ会員募集の協力を 

求めた結果、９９５，０００円の募金が寄せられた。 

 

③リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０２３大分 

日 時 令和５年９月２３日（土）・２４日（日） 
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場 所 大分スポーツ公園大芝生広場 

主催者である日本対がん協会、大会実行委員会を事務局として 

        支援した。 

 

（３） 令和４年度各種検診・検査実績の公開 

令和４年度の各種検診・検査事業実績等を後述の各種委員会において報告 

し、ホームページ上に情報を公開する。 

 

４ 研究・研修事業 

  各種がん検診の円滑な推進やがん患者の早期発見、精度管理の充実、向上を図  

 るため、各種委員会を開催するとともに、検診に従事する職員の専門知識の修得  

及びセンター内外での研修等に努めた。 

 

（１） 各種委員会の開催 

①細胞診判定委員会 

日   時 令和６年２月２２日（木）１７時３０分～ 

場   所 大分県医師会館 

出席委員数 委員７名のうち５名 

議   題 ・尿細胞診検査の状況 

・肺がん検診（喀痰細胞診）の状況 

・子宮頸がん検診の状況報告 等 

 

②乳がん検診読影委員会 

日   時 令和６年２月２６日（月）１９時３０分～ 

場   所 大分県医師会館 

出席委員数 委員１４名のうち８名 

議   題 ・乳がん検診の状況 

・マンモグラフィ装置の現状と今後について 

・発見乳がんの症例検討 等 

       

③結核・肺がん検診委員会 

日   時 令和６年２月２７日（火）１８時３０分～ 

場   所 大分県医師会館 

出席委員数 委員９名のうち７名 

議   題 ・結核・肺がん検診（胸部Ｘ線）の状況 

・肺がん検診（喀痰細胞診）の状況 等 

 

④消化器がん検診委員会 

日   時 令和６年３月１日（金）１８時３０分～ 
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場   所 大分県医師会館 

出席委員数 委員１３名のうち７名 

議   題 ・胃がん検診の状況 

・大腸がん検診の状況 等 

 

（２）「令和４年度」事業年報 

   前述「３ 普及啓発事業」の（３）で掲載 

 

（３）講習会・研修会等の開催事業 

   ①検診スタッフ研修会 

    日 時 令和５年４月１１日（火）１０時３０分～ 

    場 所 大分県医師会館 

    参加者 職員、パート８２名 

    

   ②防災訓練（大分県医師会と共催） 

    日 時 令和５年１２月２５日（月）１４時～ 

    場 所 大分県医師会館 

    参加者 職員３５名 

 

   ③がん精密検診協力医療機関研修会（大分県医師会と共催） 

日 時 令和６年１月２１日（日）９時～ 

    場 所 大分県医師会館 

    参加者 医師等１６８名 

 

   ④人権啓発等研修会 

    日 時 令和６年３月８日（金）１６時～ 

    場 所 大分県医師会館 

    参加者 職員３０名 

 

   ⑤防災訓練（ＤＶＤ視聴） 

日 時 令和６年３月２６日（火）１４時～ 

    場 所 大分県医師会館 

    参加者 職員３５名 

 

（４）学会及び研修会等の参加 

   

結核予防会・日本対がん協会関係 

月 日 名 称 備 考 

７ １４ 日本対がん協会全国支部事務局長会議 東京都 
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９ 7・8 がん征圧全国大会 山口市 

１１ 1・2 九州地区結核予防婦人団体幹部講習会 長崎市 

１ ２３ 結核予防会支部事務局長研修会並びに事務連絡会議 東京都 

２ 7・8 結核予防関係婦人団体中央講習会 東京都 

２ ９ 結核予防会・日本対がん協会九州・沖縄各県支部合同会議 長崎市 

３ 14・15 結核予防全国大会（結核予防婦人団体連絡協議会） 東京都 

 

学会関係 

月 日 名 称 備 考 

６ ９ 日本臨床細胞学会総会 ＷＥＢ 

７ 28・29 日本消化器がん検診学会九州地方会 福岡市 

９ ３ 胃がんＸ線検診技術部門資格試験 ＷＥＢ 

１１ 4・5 日本臨床細胞学会秋期大会 福岡市 

２ 17・18 マンモグラフィ技術更新講習会 福岡市 

２ １８ 大分県臨床細胞学会 大分市 

 

  外部精度管理事業 

月 日 名 称 

６ ２３ 日本臨床衛生検査技師会臨床検査精度管理調査 

７ １４ 大分県医師会臨床検査精度管理調査 

 

５ その他 

（１）理事会・評議員会の開催 

   ①令和５年度第１回理事会 

    日 時 令和５年６月６日（火）１６時 

    場 所 大分県医師会館６階研修室 I 

    出席者 理事１３名のうち８名、監事２名 

    議 事 

    （審議事項） 

     第１号議案 令和４年度事業報告及び決算について 

     第２号議案 令和５年度定時評議員会の日時、場所及び目的である事項 

について 

     第３号議案 理事の任期満了に伴う理事候補者の推薦について  

                           （敬称略） 

選出区分 理事候補者 再任・新任 

大分県医師会長 河 野 幸 治 再任 

大分県地域保健支援センター事務局長 清 末 敬一朗 再任 
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大分県市長会代表 永 松   悟 再任 

大分県町村会長 本 田 博 文 新任 

大分県産婦人科医会副会長 貞 永 明 美 再任 

国立病院機構別府医療センター院長 矢 野 篤次郎 再任 

九州大学病院別府病院長 三 森 功 士 新任 

大分大学医学部附属病院長 三 股 浩 光 再任 

大分赤十字病院長 福 澤 謙 吾 再任 

大分県結核予防婦人会副会長 安 達 美和子 新任 

大分県福祉保健部健康づくり支援課長 阿 部   剛 新任 

大分県地域保健支援センター診療所長 後 藤   朗 再任 

大分県地域保健支援センター参与 谷 口 一 郎 新任 

 

   （報告様式） 

    第１号報告 監査報告について 

    第２号報告 理事長及び業務執行理事の職務の執行状況について 

 

  ②令和５年度定時評議員会 

    日 時 令和５年６月２２日（木）１５時 

   場 所 大分県医師会館６階研修室 I 

   出席者 評議員７名のうち５名、監事２名    

議 事 

    （審議事項） 

第１号議案 令和４年度事業報告及び決算について 

    第２号議案 理事の任期満了に伴う理事の選任について 

（敬称略） 

選出区分 理事候補者 再任・新任 

大分県医師会長 河 野 幸 治 再任 

大分県地域保健支援センター事務局長 清 末 敬一朗 再任 

大分県市長会代表 永 松   悟 再任 

大分県町村会長 本 田 博 文 新任 

大分県産婦人科医会副会長 貞 永 明 美 再任 

国立病院機構別府医療センター院長 矢 野 篤次郎 再任 

九州大学病院別府病院長 三 森 功 士 新任 

大分大学医学部附属病院長 三 股 浩 光 再任 

大分赤十字病院長 福 澤 謙 吾 再任 

大分県結核予防婦人会副会長 安 達 美和子 新任 

大分県福祉保健部健康づくり支援課長 阿 部   剛 新任 
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大分県地域保健支援センター診療所長 後 藤   朗 再任 

大分県地域保健支援センター参与 谷 口 一 郎 新任 

 

（報告事項） 

    第１号報告 監査報告について 

   第２号報告 令和５年度事業計画及び収支予算について 

 

   ③令和５年度第２回理事会（定款第３７条に基づく決議の省略による同意） 

    １ 理事会の決議があったものとみなされた事項の内容 

    （１）河野 幸治理事を理事長とし、代表理事に選定する。 

    （２）清末 敬一朗理事を専務理事とし、業務執行理事に選定する。 

    ２ 理事会の決議があったものとみなされた日 

       令和５年６月２２日 

 

   ④令和５年度第３回理事会 

   日 時 令和６年３月２２日（金）１６時 

   場 所 大分県医師会館６階研修室 I 

   出席者 理事１３名のうち１０名、監事２名   

議 事 

    （審議事項） 

     第１号議案 諸規程の制定及び改正について 

     第２号議案 令和５年度収支補正予算案について 

     第３号議案 令和６年度事業計画案及び収支予算案について 

 

   （報告事項） 

    第１号報告 理事長及び業務執行理事の職務の執行状況について 

 

（２）福利厚生 

   当センターは経営の許容する範囲内において、職員に対して次の福利厚生 

を行った。 

 ①当センターで行う定期健康診断の助成  ②職員駐車場の使用料助成 

 ③慶弔見舞  ④被服貸与 

 

 

６ 資 料（別紙） 

（１）令和５年度・６年度役員（理事・監事）・評議員名簿 

（２）組織構成図 

（３）市町村健康診査受託状況 

（４）令和５年度検診受診者数の内訳 

（５）特定保健指導の支援形態 
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６ 資 料（別紙） 
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令和５年度公益財団法人大分県地域保健支援センター役員名簿 

 

役職名 氏 名 選出区分 

理 事 長 河野 幸治 大分県医師会長 

専務理事 清末 敬一朗 大分県地域保健支援センター事務局長 

理  事 永松 悟 大分県市長会代表 

理  事 藤本 昭夫 （大分県町村会長） 

理  事 貞永 明美 大分県産婦人科医会副会長 

理  事 矢野 篤次郎 国立病院機構別府医療センター院長 

理  事 堀内 孝彦 （九州大学病院別府病院長） 

理  事 三股 浩光 大分大学医学部附属病院長 

理  事 福澤 謙吾 大分赤十字病院長 

理  事 安部 志津子 大分県結核予防婦人会長 

理  事 坂本 博介 大分市保健所長 

理  事 中川 道子 大分県福祉保健部健康づくり支援課長 

理  事 後藤 朗 大分県地域保健支援センター診療所長 

監  事 此本 浩毅 此本会計事務所長 

監  事 廣瀬 高博 日本赤十字社大分県支部事務局長 

※ 選出区分欄の所属を（ ）で記している理事は、４月１日現在、その職を退任

されています。 

 

 

令和５年度公益財団法人大分県地域保健支援センター評議員名簿 

 

役職名 氏 名 選出区分 

評議員 内田 一郎 大分県医師会副会長 

評議員 藤本 洋士 大分県歯科医師会副会長 

評議員 後藤 一也 国立病院機構西別府病院長 

評議員 佐藤 昌司 自治体病院協議会大分県支部長 

評議員 大戸 朋子 大分県看護協会長 

評議員 市川 泰朗 大分県理学療法士協会長 

評議員 安部 澄子 大分県栄養士会名誉会長 
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令和６年度公益財団法人大分県地域保健支援センター役員名簿 

 

役職名 氏 名 選出区分 

理 事 長 河野 幸治 大分県医師会長 

専務理事 清末 敬一朗 大分県地域保健支援センター事務局長 

理  事 永松 悟 大分県市長会代表 

理  事 本田 博文 大分県町村会長 

理  事 貞永 明美 大分県産婦人科医会副会長 

理  事 矢野 篤次郎 （国立病院機構別府医療センター院長） 

理  事 三森 功士 九州大学病院別府病院長 

理  事 三股 浩光 大分大学医学部附属病院長 

理  事 福澤 謙吾 大分赤十字病院長 

理  事 安達 美和子 大分県結核予防婦人会副会長 

理  事 阿部 剛 （大分県福祉保健部健康づくり支援課長） 

理  事 後藤 朗 大分県地域保健支援センター診療所長 

理  事 谷口 一郎 大分県地域保健支援センター参与 

監  事 此本 浩毅 此本会計事務所長 

監  事 廣瀬 高博 日本赤十字社大分県支部事務局長 

※ 選出区分欄の所属を（ ）で記している理事は、４月１日現在、その職を退任 

されています。 

 

 

令和６年度公益財団法人大分県地域保健支援センター評議員名簿 

 

役職名 氏 名 選出区分 

評議員 内田 一郎 大分県医師会副会長 

評議員 藤本 洋士 大分県歯科医師会副会長 

評議員 後藤 一也 国立病院機構西別府病院長 

評議員 佐藤 昌司 自治体病院協議会大分県支部長 

評議員 大戸 朋子 大分県看護協会長 

評議員 市川 泰朗 大分県理学療法士協会長 

評議員 安部 澄子 大分県栄養士会名誉会長 
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公益財団法人大分県地域保健支援センター組織機構図 

                              令和５年４月１日 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【職員数】 

区 分 事 務 医 師 
放射線 

技師 
保健師 看護師 

臨床検査

技師 
運転士 合 計 

常勤役員 
Ｒ５ １       １ 

Ｒ４ １       １ 

職 員 
Ｒ５ １１  ７ ４ ４ ７ ２ ３５ 

Ｒ４ １０  ７ ４ ４ ７ ２ ３４ 

準職員 
Ｒ５ １      ２ ３ 

Ｒ４ ３      １ ４ 

嘱 託 
Ｒ５ ４ ３ １  ４  ５ １７ 

Ｒ４ ３ ３ １  ４  ６ １７ 

臨 時 
Ｒ５ １       １ 

Ｒ４ １       １ 

合 計 
Ｒ５ １８ ３ ８ ４ ８ ７ ９ ５７ 

Ｒ４ １８ ３ ８ ４ ８ ７ ９ ５７ 

増 減 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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令和５年度検診受診者数の内訳 

 

１ 市町村住民検診                     （単位：人） 

検診項目 ５年度（Ａ） ４年度（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ） 

特定健康診査 １５，６４９ １５，２２９ ４２０ 

結核検診 １８，０８２ １８，２６９ △     １８７ 

骨粗鬆症健診 ２，１２１ ２，１１８ ３ 

胃がん検診 ７，７５４ ８，５７８ △     ８２４ 

子宮頸がん検診 １１，８４６ １３，１９９ △   １，３５３ 

肺がん検診 １８，３７３ １８，５４１ △     １６８ 

乳がん検診 ８，８８６ ９，１５７ △     ２７１ 

大腸がん検診 １４，０６６ １４，６４３ △     ５７７ 

合 計 ９６，７７７ ９９，７３４ △   ２，９５７ 

（増減理由）①特定健康診査   稼働日数増、１市新規一部受託による増 

      ②結核検診     １１市で受診者数減 

      ③胃がん検診    配車台数減 

      ④子宮頸がん検診  稼働日数減、ＨＰＶ併用検診に伴う減 

      ⑤肺がん検診    １２市で受診者数減 

      ⑥乳がん検診    ６市で受診者数減、１市他機関移行 

      ⑦大腸がん検診   ９市で受診者数減 

 

２ 職域検診                        （単位：人） 

検診項目 ５年度（Ａ） ４年度（Ｂ） 増減（Ａ）－（Ｂ） 

生活習慣病健診 １５，５０６ １４，９２６ ５８０ 

結核検診 ３３，２４１ ３４，４６７ △  １，２２６ 

骨粗鬆症健診 ６４０ ４３２ ２０８ 

胃がん検診 ２，４０６ ２，２２９ １７７ 

子宮頸がん検診 ２，８７２ ２，５０７ ３６５ 

肺がん検診 ５４５ ５３８ ７ 

乳がん検診 ３，０１３ ２，６６４ ３４９ 

大腸がん検診 ３，１２７ ２，８７８ ２４９ 

合 計 ６１，３５０ ６０，６４１ ７０９ 

（増減理由）①生活習慣病健診  事業所受託数の増 

      ②結核検診     １学校法人の他機関移行による減 

      ③骨粗鬆症健診   事業所受託数の増 

④胃がん検診    事業所受託数の増 

      ⑤子宮頸がん検診  事業所受託数の増 

      ⑥乳がん検診    事業所受託数の増 

      ⑦大腸がん検診   事業所受託数の増 

 



16 

 

特定保健指導の支援形態 

 

１ 動機付支援（６か月） 

   令和５年度：１２７人（令和４年度１０８人） 

回 数 時 期 支援形態 

１ 初回面接 個別面接 

２ ３か月後 手紙で情報提供 

３ ６か月後 
電話 

終了評価 

 

２ 積極的支援（６か月） 

   令和５年度：８４人（令和４年度５８人） 

回 数 時 期 支援形態 

１ 初回面接 個別面接 

２ ２週間後 電話 

３ １か月後 手紙Ａ 積極的関与・指導 

４ ２か月後 手紙Ｂ 励まし 

５ ３か月後 個別面接・血液検査 

６ ４か月後 手紙Ｂ 励まし 

７ ６か月後 
個別面接 

終了評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


